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1 右

の
質
問
主
意
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る
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現
行
の
北
海
道
路
線
運
賃
は
、
九
州
路
線
運
賃
と
比
較
し
て
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
平
均
三
円
七
十
銭
高
く

な
つ
て
い
る
。
と
り
わ
け
釧
路
・
東
京
区
間
、
帯
広
・
東
京
区
間
、
女
満
別
・
東
京
区
間
は
特
別
に
割
高
と
な
つ

て
い
る
。
例
え
ば
、
長
崎
・
東
京
区
間
と
釧
路
・
東
京
区
間
を
比
べ
る
と
、
利
用
率
の
高
い
釧
路
の
方
が
賃
率
で

二
八
・
五
％
も
割
高
で
あ
る
。 

遠
隔
の
地
に
あ
る
北
海
道
に
お
い
て
、
航
空
輸
送
へ
の
依
存
度
は
極
め
て
高
く
、
道
民
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
の
発
展
、
文
化
の
振
興
に
と
つ
て
航
空
輸
送
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
つ
て

い
る
。
よ
つ
て
、
航
空
運
賃
の
低
廉
化
は
、
経
済
、
生
活
、
文
化
の
各
方
面
の
伸
長
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す

も
の
で
あ
る
。 

国
内
で
最
も
利
用
客
の
多
い
千
歳
・
東
京
区
間
も
、
賃
率
に
お
い
て
大
阪
・
福
岡
区
間
、
成
田
・
福
岡
区
間
よ 

北
海
道
の
航
空
運
賃
是
正
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

こ
う
し
た
割
高
な
北
海
道
路
線
の
運
賃
は
、
北
海
道
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
、
演
劇
集
団
等
の

来
道
の
負
担
と
な
る
な
ど
文
化
活
動
発
展
の
上
で
も
支
障
と
な
つ
て
い
る
。 

り
割
高
と
な
つ
て
い
る
。 

一 

割
高
な
現
行
認
可
料
金
に
つ
い
て
、
北
海
道
観
光
連
盟
、
北
海
道
消
費
者
協
会
を
は
じ
め
道
内
諸
団
体
か
ら

現
行
の
運
賃
体
系
と｢

南
北
格
差｣

に
不
満
と
不
信
が
わ
き
起
こ
つ
て
い
る
。
運
賃
格
差
の
存
在
に
つ
い
て
政
府

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

割
高
な
北
海
道
の
航
空
運
賃
是
正
は
、
道
民
共
通
の
世
論
と
な
つ
て
い
る｢

北
海
道
価
格｣

の
是
正
に
と
つ
て
も

重
要
で
あ
る
。 

二 

日
本
共
産
党
の
小
笠
原
貞
子
参
議
院
議
員
の
質
問(
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
九
日
参
議
院
運
輸
委
員
会)

に
対

し
て
、
当
時
の
細
田
運
輸
大
臣
は｢

で
き
る
だ
け
是
正
を
し
て
い
く
と
い
う
方
向
で
な
き
や
な
ら
ぬ｣

と
答
弁
し 

以
下
、
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

四 

 



 

四 

航
空
運
賃
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
通
行
税
は
、
鉄
道
、
船
舶
の
優
等
旅
客
に
課
税
し
て
い
た
も
の
を
、
当
時
、

特
定
階
層
し
か
使
用
し
な
か
つ
た
航
空
旅
客
に
も
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
札
幌
圏
と
東
京
圏
の
交
通

移
動
は
航
空
機
利
用
が
九
六
％
を
占
め
る
な
ど
、
国
民
の
足
そ
の
も
の
に
な
つ
て
い
る
。 

三 

航
空
運
賃
は
、
五
十
七
年
一
月
に
改
定
さ
れ
て
以
来
据
え
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
東
京
・
北
海
道
間
の

飛
行
距
離
が
六
・
三
％
短
縮
さ
れ
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
価
格
も
三
二
・
五
％
値
下
が
り
し
て
い
る
。
六
十
一
年
度

の
燃
油
費
の
節
減
額
は
、
日
本
航
空
七
百
五
十
億
円
、
全
日
空
二
百
八
十
億
円
に
も
の
ぼ
つ
て
い
る
。 

て
い
る
。
す
で
に
三
年
を
経
過
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
是
正
指
導
を
行
つ
て
き
た
の
か
具
体
的
に
示
さ
れ

た
い
。 

円
高
差
益
の
国
民
へ
の
還
元
と
い
う
立
場
か
ら
も
、
北
海
道
の
割
高
運
賃
是
正
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
指

導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

国
民
の
生
活
や
経
済
活
動
に
根
ざ
し
た
公
共
交
通
手
段
と
し
て
一
般
化
し
て
い
る
航
空
旅
客
へ
の
通
行
税
の 

五 

 



 

 

六 

課
税
は
、
利
用
者
に
高
い
航
空
運
賃
を
押
し
つ
け
て
い
る
。
よ
つ
て
、
航
空
運
賃
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
通
行
税

を
大
幅
に
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

五 

現
在
、
千
歳
・
東
京
と
い
つ
た
二
地
点
間
の
割
引
運
賃
制
度
は
あ
る
が
、
東
京
・
函
館
・
千
歳
・
東
京
と
い

つ
た
三
地
点
を
移
動
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
運
賃
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
角
ル
ー
ト
に
対

し
て
も
往
復
割
引
運
賃
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
長
期
滞
在
型
の
観
光
を
振
興
さ
せ

る
た
め
に
も
往
復
割
引
期
間
を
延
長
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

国
際
航
路
は
、
経
済
性
や
時
間
短
縮
、
国
際
関
係
な
ど
を
要
因
と
し
て
変
動
し
、
か
つ
て
の
南
回
り
に
北
回

り
航
路
が
加
わ
る
な
ど
多
様
化
し
て
い
る
。
現
在
、
福
岡
、
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
の
各
空
港
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
国
際
線
に
は
、
コ
モ
ン
レ
ー
ト
（
共
通
運
賃
）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
モ
ン
レ
ー
ト
の
趣
旨
か
ら
し

て
、
千
歳
空
港
に
も
直
ち
に
適
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


